
 

 

第１表 

７   中 第   号 
令 和 ８ 年 ３ 月  日 

小笠原村教育委員会 殿 

学校名 小笠原村立小笠原中学校     

校長名  武内  亮          

 

令和８年度教育課程について（届） 

 

このことについて、「小笠原村立学校の管理運営に関する規則」第 15条に基づき、下記のとおりお届け

します。 

 

記 

 

１ 教育目標 

(1) 学校の教育目標 

○ よく学び、考え、行動する人 
     ○ やさしくたくましい人 
     ○ 社会の一員として貢献できる人 
  日本国憲法及び教育基本法等の精神を基調とし、人間尊重の精神に富み、郷土を愛するととも

に、国際社会において信頼されるための豊かな見識と広い視野をもち、国際社会や地域社会に貢献
することのできる人材の育成を目指す。 

 
(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針 
「誰もが安心して学べる魅力ある学校づくり」を進める。「安心」の観点では、人権尊重教育の視点

および発達支持的生徒指導を大切にし、生徒を尊重し、個性の発見とよさや可能性の伸長に努める。「学
ぶ」観点では、生徒一人一人が基礎的・基本的な「知識・技能」を確実に習得するとともに、持続可能
な社会の創り手となる資質・能力の育成に向け、様々な課題解決のための「思考力・判断力・表現力等」
を育む。「魅力ある」の観点では、生徒が自発的・主体的に自らを発達させる活動等を意図的・計画的
に実施し、生徒の自己有用感の育成および社会的資質・能力の発達を支える。 

 ア 全教育活動を通して、東京都人権尊重教育推進校指定を念頭に、「自分の大切さとともに、他の人の

大切さを認め、それが具体的な態度や行動に現れるようにする」環境づくりを推進し、現在の様々な

人権課題に適切に対応する。 

 イ 小笠原の自然や文化を活かした「小笠原学習」を通じて、地域の一員として自己の在り方や課題を

自らのものとして捉え、解決に向けて粘り強く取り組む態度を育成する。 

ウ 教育活動全体で自ら主体的に課題を見付け学習に取り組む態度を養う。カリキュラムマネジメント

の視点をもって教科等横断的な学習を実践し、直面する課題をグローバルな視点で捉え解決する力を

育むとともに、自らの力を地域や社会のために進んで役立てようとする行動力を育成する。 

エ 「個別最適な学び」の視点から生徒一人一人が「わかる」から「できる」を実感する授業を実現す

るために、各種学力調査の分析を基に「指導と評価の一体化」を踏まえた授業改善を図る。また、学

習者用端末やドリル型学習コンテンツを活用し、不登校生徒の学習権を保証する。 

オ  義務教育学校化を想定した小中一貫教育の質的向上に向けて、義務教育９年間の学びの系統性に即

した教育活動を展開し、小笠原村内の各学校と研究授業相互参観や合同行事、小中高教科等交流を通

し、連携を進める。特に小笠原小学校とは小中一体となって教科担任制を推進する。 

カ 健康・安全に生活する力を培うために、食や性に関する理解を深め、自己の健康に対する意識を高

め体力の維持・増進を図る。生徒との適切な信頼関係を基に、いじめや生命尊重、安全に関する指導

を発達の段階に応じて系統的に行う。 

キ  社会の在り方が劇的に変化する時代に対応する力を高めるために、言語活動を充実させたり、学習

者用端末等を活用した教育活動を積極的に展開したりすることで、自らの考えを主体的に発信してい

けるコミュニケーション能力を育成し、どんな状況下でも最善を尽くし、未知の状況に対応する生き

る力の育成と社会的・職業的自立を図る。 

ク 学校評価アンケートを実施し、地域・保護者の願いや思いを学校の教育活動に反映させていくとと 

もに、「地域懇談会」等を開催し、広く情報共有や協議等を行うことを通して、「社会に開かれた学校」

の実現を図る。 

公印 
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２ 指導の重点 

(1) 各教科、道徳教育、外国語(英語)、総合的な学習の時間、特別活動 

 

ア 各教科 

（ア）生徒による授業評価や、国・都・村の学力調査の結果を分析し、「指導と評価の一体化」の視点に

立った適切な学習活動や評価計画、授業改善推進プランへの反映等を通して、主体的・対話的で深

い学びを推進する。 

（イ）基礎的・基本的な知識、技能を確実に身に付けるとともに、９年間の学びの継続性を踏まえた年

間指導計画・評価計画に基づいて計画的に授業を実施する。 

（ウ）習熟の程度に応じた「個別最適な学び」とコミュニケーション能力を育成する「協働的な学び」

との一体的な充実を目指して、学習者用端末やドリル型学習コンテンツ等の教育ツールを効果的に

活用し、生徒の学習意欲を喚起するとともに、望ましい情報活用能力の育成を図る。 

（エ）生徒が互いの意見や収集した情報の共通点や相違点を考えながら、自分の考えを相手にしっかり

と伝える等の言語活動を、国語科を基軸としながら各教科の特性を活かして系統的及び教科等横断

的に行い、言語能力、情報活用能力、コミュニケーション能力を育成する。 

（オ）望ましい学習態度を身に付けられるよう、小笠原小学校及び各家庭と連携しながら家庭学習を含

めた学習習慣の確立のための指導を推進する。 

（カ）学習を深めたり、前学年の学習に立ち戻って学び直したいと考えたりしている生徒に向けて、放

課後を活用した学習の場「おが中寺子屋」を設定する。自習室として図書室を開放し、個々の課題

に合わせた学習会を開催するなど、基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得を図る。 

（キ）教育環境を活かした体力向上の取組を継続する。体力テストの結果を分析し、課題の克服のため

に授業の工夫改善を行い、健やかな体づくりを進める。 

 

イ 道徳教育 

（ア）道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を養うため、東京都人権尊重教育推進校指定及び生

徒・学校及び地域の実態を踏まえ、「考え、議論する道徳」の実践を目指した全体計画及び年

間指導計画・評価計画に基づき、道徳教育推進教師を要として全教員で道徳教育に取り組む。 

（イ）道徳的価値に基づき自己の生き方について考えを深め、自他の違いを認め尊重する思いやり

の心情を基盤とした、コミュニケーション能力の育成を指導の重点とする。また、本校の指導

のあり方や生徒に望む姿について、地域・保護者等との「地域懇談会」や道徳授業地区公開講

座などを活用した意見交換や協議を踏まえ、その願いや思いを反映した学習活動に取り組む。 

（ウ）学校教育活動全体で行う「いじめ」、「生命尊重」に関する授業や「生命（いのち）の安全

教育」等を通して道徳教育の充実を図り、生命尊重の心や自尊感情、自己有用感を醸成する。 

   

ウ 外国語(英語) 

（ア）国際社会で活躍する人材育成のために、ＡＬＴと教科担任によるティーム・ティーチングの

授業を効果的に実施すること、および生徒とＡＬＴとの面談など授業外の活動を実施するこ

とを企画して、外国語を使用する学習環境を意図的に構成する。 

（イ）小学校外国語担当と情報を共有し、生徒の実態に即した授業改善に小中一貫で取り組み、９

年間を通した学習活動の中で、生徒の外国語能力の向上を図る。卒業までに６割以上の生徒が

実用英語技能検定３級程度の英語力をつけることを目指す。そのために教育委員会の小笠原

村英語検定料補助金要綱に基づき、英語科教員を中心として学校全体で第二学年および第三

学年の英語検定の受験を積極的に推奨する。 

（ウ）英語の授業内で、Tokyo Global GatewayのVRを活用した授業を実施する。また、修学旅行中

に第三学年がTGG施設を訪問して授業を実施する。 

   

エ 総合的な学習の時間 

（ア）Society5.0時代の到来を見据え、社会に新たな価値を創造するとともに、多様な幸せを実現

するウェルビーイングを実現する社会を構築する力を育成するため、各教科、道徳科及び特別

活動の年間計画との関連を明確にした、教科横断的・課題探究型学習を展開する。また、各教

科等で身に付けた資質や能力及び態度を生かした体験的・問題解決的な学習を行う。 

（イ）社会教育機関や地域と連携して外部人材を活用し、社会や世界に関する興味や関心を深める。

また、学習者用端末等を積極的に活用し、情報機器に関する知識・技能の習得や情報活用能力 
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を育成して情報モラル・情報リテラシーへの意識を高める。 
  

オ 特別活動 

 （ア）集団への所属感や連帯感を深めるとともに、生徒が自己決定する機会や自己の可能性を見出
す活動を充実させる。 

（イ）様々な集団活動に自主的、実践的に取り組む中で、互いの良さや個性、多様な考えを認め合
い、等しく合意形成に関わり役割を担おうとする意欲と合意的意思決定能力を育成する。 

（ウ）異年齢集団との交流等の実践的な集団活動を通して、社会的マナーや集団生活における言動
等、場面に応じた適切な行動や全体を考えた行動ができるよう、より良い人間関係を形成する
ための見方・考え方を育む。 

    
(2) 特色ある教育活動 

 ア 東京都人権尊重教育推進校指定の２年目として、「自分自身の考えを安心して伝えられ、他者
の考えも大切にできる生徒の育成」をねらいとした人権尊重教育の校内研究をさらに進め、最終
報告会を実施し、村内各学校および島しょ地区各町村の学校への成果の還元を図る。 

イ 義務教育学校化を想定した小中一貫教育の充実を重点目標とし、小笠原小学校とは、各教科の
内容のまとまり等において、中学校教員の専門性を活かしたティーム・ティーチングを実施し、
小中一体となった教科担任制の推進に努める。また、都立小笠原高等学校も交えた教科等交流会
や小中高連合運動会、母島小中学校との教科の交流学習の実施等、所管や島を超えた協働的な教
員研修や学習活動を実践する。 

 ウ ９年間の「小笠原学習」のまとめの３年として、総合的な学習の時間を主として地域資源や人
材などを活用し、第１学年では小笠原の自然環境保護をテーマに固有種植物等の理解をねらい
とした活動や海洋調査活動を、第２学年では戦跡調査や硫黄島訪島事業・合同慰霊祭に関する平
和学習を含めた小笠原の歴史学習を、第３学年では修学旅行と関連させた日本と小笠原の伝統
と文化の発信についての学習を柱とした、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、ま
とめ・表現する探究的な学習活動を行う。また、小笠原ビジターセンター作成「小笠原の歴史 
発見から返還まで」等を活用し、郷土小笠原に対する愛着と発展を願う心の醸成を図る。 

エ 全校吹奏楽に取り組み、感性を豊かに働かせながら学年を超えて協働して課題を解決したり、
多様な考え方をもつ他者と適切に関わり合ったり、組織に参画したり貢献したりする資質・能力
を育てる。 

 オ 朝の一斉読書活動や生徒図書委員会による積極的な読書を推進する活動を通して、生徒の自
主的、自発的な読書活動を推進する。 

 
(3) 生活指導・キャリア教育 

ア 生活指導 
 （ア）授業規律・挨拶・言葉遣い・身だしなみ・時間厳守・清掃活動の指導の考え方に基づき、発達支

持的生徒指導の考え方を教職員の共通理解の下に推進し、各家庭を含めた基本的な生活習慣の確立

を図る。 

（イ）全教職員のいじめや不登校等の未然防止や生徒の健全育成及び安全への意識向上のために、小規

模校の利点を生かして教員相互の情報交換や生徒との相談・多様な面談等を密に行うとともに、家

庭や地域の関係機関と連携を図り、生徒が安心して通える学校づくりを推進する。 

（ウ）学校いじめ対策委員会を中心に生徒指導提要に基づき、「学校いじめ防止基本方針」の徹底やいじ

めの未然防止、早期発見、重大事態の発生ゼロ等に組織的に取り組む。 

（エ）日常の教育活動や多様な面談を活用し、生徒一人一人の様々な不安や悩みを把握するとともに、

様々な困難やストレスに対処する力の育成のために、「ＳＯＳの出し方に関する教育」や「生命（い

のち）の安全教育」等を各種年間指導計画に位置付けて実施する。また、個別の事案にも組織的に

対応できるようスクールカウンセラー等と連携した教育相談機能を整備する。 

（オ）災害に備えた日頃からとるべき行動や災害が起こったときにとるべき行動ができるよう、防災教

育の充実を図り、地震・火災・津波・不審者等、あらゆる場面を想定した避難訓練を実施するとと

もに、安全指導の日を中心に自らの安全を確保するために行動できる力や、小学校との合同避難訓

練等を通して他者や地域のために貢献する態度の育成を目指す。 

    

イ キャリア教育 
（ア）「小笠原学習」を要に、「人間関係形成能力・社会形成能力」の育成を重点化し、発達の段階

に応じたキャリア教育全体計画、指導計画を作成する。 
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（イ）望ましい職業観や勤労観を形成し、自立と社会参加に向けた意欲を培うため、地域との連携を 

図り、職業人から話を聞いたり職業を調べたりする探究的な活動と体験的な活動に系統的・計画
的に取り組む。 

（ウ）生徒一人一人の将来への希望と個性や特性が生かされるよう、キャリアパスポート「島っこフ
ァイル」や各種面談の機会等を活用して生徒・家庭との相互理解や連携を深め、肯定的自己理解
と自己有用感の獲得を目指す。 

 
(4) 特別支援教育 

 ア 一人一人の特性や支援のニーズを全教職員が正確に把握することができるよう、「個別の教育支
援計画」や「個別の指導計画」の引継ぎや作成、関係機関等との連絡調整やケース会議の開催等を、
特別支援教育コーディネーターを中心に組織的に行う。 

 イ 通常学級と特別支援学級との日常的な交流を含めたインクルーシブ教育の実現を図るため、全教
育活動のユニバーサルデザイン化を推進し、全ての生徒が等しく学ぶ喜びを味わい、生き生きと学
校生活を過ごせるようにする。 

   
(5) その他 

 ア 「学校 2020 レガシー」の構築に向け、小笠原学習で行う「外来種駆除活動」や「海洋調査」、「夜明

山戦跡調査」、「硫黄島訪島事業」などを通して、共生社会の担い手となる生徒に必要な資質である「ボ

ランティアマインド」・「日本人としての自覚と誇り」を養い、国際的な視野に立って世界平和に向け

て活躍できる人材の育成を図る。 

 

イ 登校しぶりの傾向がある生徒や自分のクラスに入りづらい生徒に対する対応として、一人一人の特

性や能力、興味や関心に応じた柔軟な学習ができる校内教育支援センター（校内別室）を設置するた

めの準備を関係機関と連携して進める。チーム学校として生徒への支援体制を組織的に確立し、学校

に来れば居場所があると感じられる、温かみのある環境を整える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   


